
2015年度 新聞・通信・テレビ・ニュース報道展 

 

  ～関西写真記者協会の審査で、朝日放送が企画部門で『金賞』を受賞～ 

 

 優れた報道写真や映像に対して贈られる今年度の関西写真記者協会（加盟 77社、 

会員 1,041名）の協会賞審査が行なわれ、朝日放送の報道番組「キャスト」で放送した 

『“崖っぷち犬”の処遇が問いかけるもの』が「企画部門」において金賞を受賞しました。

また、同じく「キャスト」で放送した『大阪湾にスナメリの群れ』、『圧巻のジャグリング！

16歳の天才技』がそれぞれ「ニュース部門」、「スポーツ部門」で銀賞を受賞しました。 

               【受賞作品】 

《企画部門・金賞》 

タイトル：『“崖っぷち犬”の処遇が問いかけるもの』（2015年 4月 14日放送） 

撮影者 ：神近 伸彰カメラマン （エキスプレス） 

内容  ：2006年、徳島市の山の崖から救出され、注目を浴びた“崖っぷち犬”の 

     その後を取材。人間の身勝手で捨てられ、繁殖を繰り返し殺処分されていく  

野犬の姿を通して犬を飼う者の責任、命の尊さを問う。 

《ニュース部門・銀賞》 

タイトル：『大阪湾にスナメリの群れ』（2015年 10月 1日放送） 

撮影者 ：西 一樹カメラマン   （朝日放送 報道局 映像・編集部） 

     遠藤 知裕カメラマン  （朝日放送 報道局 映像・編集部） 

内容  ：関空沖で希少なイルカの一種、スナメリが繁殖している可能性が極めて高い  

ことが須磨海浜水族園、朝日新聞、朝日放送の共同調査でわかった。ヘリに  

よる撮影で、最大で 20頭以上の群れや子連れのスナメリを見事にとらえた。 

《スポーツ部門・銀賞》  

タイトル：『圧巻のジャグリング！16歳の天才技』（2015年 10月 20日放送） 

撮影者 ：大村 浩崇カメラマン  （エキスプレス） 

内容  ：難病を患った父を励ますため始めたジャグリングで、大道芸人日本一を目指す

木下洸希君。父子で大会に臨む姿に密着した。 

  

これらの作品は、以下の日程で開催される 

「2015年度 （第 60回）新聞・通信・テレビ・ニュース報道展」で上映されます。 

 

◆京都展 12月 9日～12月 15日  イオンモール KYOTO 1階センターコート 

◆神戸展 12月 17日～12月 22日  さんちかホール 

◆大阪展 12月 26日～12月 31日  阪神梅田本店８階催場 


